
教科等別年間指導計画 
 
学  
年  １  

教  
科  技術・家庭  

（技術）  

教  
科  
目  
標  

 
生活に必要な基礎的な知識と技術の習得を通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深

め，進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。  

授  
業  
方  
法  
形  
態  

 
一斉授業  
グループ学習  
個別学習  

先

生

か

ら

一

言

 
パソコンの基本的な操作を身につけて，他の教科や総合的な学習で

の調べ学習などでパソコンが有効利用できるようになろう。  
ものづくりの楽しさを知ってほしい。  

月  単元名  単元のねらい，内容  評価規準・方法等  総 合的 な学習 ，こと ばの教 育，

環境教育，情報教育 等との関連
時数

 
４  

 
５  

○ 情 報 と わ た

し た ち の 生

活  
 
コ ン ピ ュ ー

タ の 仕 組 み

と基本操作  
 
 
 
 

・コンピュータがどのように利用

されているかを知り，コンピュー

タの機能を知る。  
・コンピュータを構成する装置に

ついて調べる。  
・ハードウェアとソフトウェアに

ついて調べ，その役割についてま

とめる。  
・コンピュータの起動・終了の方法

を調べ，実行できる。  
・図形処理ソフトウェアを起動し，

マウスを使って簡単な絵を描く。

・いろいろな文字で自分の名前を

入力する。  
・文字の挿入や削除の方法を理解

する。  
・作成した文書を保存できる。  
 

・身の回りで使われているコンピ

ュータやその役割を理解でき

る。  
・各装置の役割について理解でき

る。  
 
 
 
・ OSやいろいろなソフトウェア 
の起動や終了を正しく行える。  

・マウスやキーボードを正しく使

える。  
・各種の文字を打ち分けることが

できる。  
 
 
・自分の作った文書やデータを正

しく保存できる。  

パ ソ コ ン 教 室 で

の コ ン ピ ュ ー タ

使 用 の 注 意 事 項

や ル ー ル を 理 解

し使用できる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
１０

 
６  

情 報 通 信 ネ

ッ ト ワ ー ク

の利用  

・検索の方法を知り，目的のWeb
ページをさがすことができる。  

・集めた情報を整理しまとめる。  
 

・キーワード入力や検索エンジン

などを正しく利用できる。  
・調べた内容を正しく保存したり

プリントアウトできる。  

調 べ 学 習 の 方 法

を 身 に つ け る だ

けでなく，正しい

情 報 利 用 や そ の

モ ラ ル に つ い て

も理解させる。  

 
 
３  

 
７  

 
 
９  

 
 

１０  

○ 技 術 と わ た

し た ち の 生

活  
製品の設計  

 
 
 

・技術の発達とわたしたちの生活

の変化について調べる。  
・製品の機能について理解する。  
・木材，金属，プラスティックの特

徴を理解する。  
・製品に適した接合法を理解する。

・最終的な構想の検討をする。   

・構想図をキャビネット図や等角

図で書くことができる。  

・生活の中での技術の役割につい

て積極的に調べようとしてい

る。  
・それぞれの製品にどのような機

能が必要か理解している。  
・それぞれの材料の特性を理解し

ている。  
・構想の検討が具体的にできてい

る。  
・正しく製図が書ける。  

製 作 に 向 け 見 通

し を 持 っ た 計 画

を 立 て て い く 力

をつける。  

 
 
 
 
１２

 
１１  

 
１２  

 
１  

 
２  

 
３  

製品の製作  
 
 

・使用材料のけがき方と工具の使い

方を理解する。  
・使用材料ごとの正確な切断方法

を調べ理解する。  
・仕上がり寸法線にしたがって図

面通りに加工する。  
・組み立てを行う。  
・製品の材質や使用目的にあった

仕上げ方法を調べる。  
・製品の素材や用途にあった塗装

や表面処理を行う。  
・作品の評価をする。  
 

・工具の名前がわかり正しい使い

分けができる。  
・切断線に沿って正しく切断でき

る。  
・部品を寸法通りに加工すること

ができる。  
・部品の組み立てができる。  
・使用目的や使用条件にあった仕

上げができる。  
・目的とした仕上げができる。  
 
・互いの作品を客観的に評価でき

る。  

文 化 祭 な ど で 大

道 具 小 道 具 を 製

作 す る の に 必 要

な 技 能 を 身 に つ

ける。  
 
 
 
 
 
 
自 己 評 価 並 び に

他 の 作 品 を 客 観

的に評価する力。

 
 
 
 
 
 
１１

 


